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症例報告と研究発表の違い
症例報告→1～3例の稀少な症例の報告
研究発表→3例以上の症例を科学的に検討した研究

平成27年１０月～

後ろ向き研究用同意書で補完

なぜ後ろ向き研究用同意書を取得するのか？
→医学研究を行う際には原則として説明と同意（IC）が必要ですが、 これまで、 後ろ向き研究ではICが困難という理由で省略することが常態化していました。

しかしながら、今後のIC省略は新倫理指針不適合とみなされる可能性が有り、学会や投稿誌から不採用とされる可能性があります。

症例報告・学会発表・論文投稿がしたい！ カルテから対象患者の診療情報を取得 症例報告・学会発表・論文投稿

具体的な研究課題名や研究内容を明確に記載していない包括同意書は新倫理指針上では認められない。

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針施行に伴う後ろ向き研究・症例報告・学会発表・論文投稿インフォームドコンセント
（高崎総合医療センター）
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後ろ向き研究
倫理委員会

申請・承認

オプトアウト
（院内掲示等）

診療情報収集 研究発表

様式１

様式１

様式２

様式３

※ただし、試料を使用する場合でも様式２の取得が難しいケースもあります。

その際は臨床研究部までご相談ください。

今まで


